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赤道成層圏準二 年周期振動の 季節同期に 関する診断解析 ：

　　 JRA／jCDAS再解析デー タ ・MR　I　CCMデー タの 結果
‘
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1．は じめに

　熱 帯成層圏の 低周波変動は 、 準二 年周期振動

（QBO ）に よ っ て 特徴付 けられ る。
　 QBO の 特

徴は 、約 28 ヶ 月 の 周期で 、東西風 の位 相 が 交

互 に 下方伝播 す るこ とで あ る。QBO の 力学 は、

本質的には、波動 （対流 に よ っ て励 起 され る赤

道波 ・重力波）と平均風 に よ る相互作用 に よる 。

　QBO は 、
い くつ か の 要因 に よ っ て変調 を受

けて い る 。 こ こで は 、 季節サイ ク ル に よ る QBO
の変調 （季節同期）を対象 とす る 。 QBO の 季

節同期 とは 、QBO の 位相逆転が 特 定の 季節

（50hPa で は、北 半球 の 春 ・夏）に よく起 きる

傾 向が ある こ とで ある 。
い くつ かの 数値的研 究

は 、そ の メカ ニ ズ ム の候補 と して 、赤道 波の 活

動 ・圏界面付近の 東西風 ・ブ リ ュ
ー

ワ
ー

ドブ ソ

ン循環の
一

年変化を挙げて い る。

　本研 究 は、JRAIJCDAS 再解析デー
タ ・MRI

CCM （気象研 究所化学 気候モ デル ）データの 診

断解析に よ り、QBO の季節同期の 主要メ カ ニ

ズム を探 る．

2．データ

　JRAIJCDAS 再解析 データ とし て 、2．5
°

×

2．5
°

、23 層 （0．4hPa まで ）か らなる 日平均

デ ータを使用 した。期 間は、1979 年 〜2008 年

で あ る 。

MRI 　 CCM デー
タ は 、　 Shibata　 and 　 Deushi

（2005 ，
2008 ）の モ デル を用 い た シ ミ ュ レ

ー
シ ョ

ン デ
ー

タで あ る。 こ の モ デル （T42L68 ）は 、

非 地 形 性 重 力 波 の パ ラ メ タ リゼ ー
シ ョ ン

（Hines 　1997 ）を含む。こ の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

は 、
1980 年 〜 2004 年の 観測 SST で 強制 され て

い る （ア ン サ ン ブル 数は 5 ）。
こ の シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン は、現実大気に よ く似た QBO 的振動を

示す こ とが 知 られて い る 。

3 ．結果

　JRAIJCDAS 再解析データ は、　QBo の 季節

同期の 特徴を再現す る （図 1a ）。変 形オイ ラ

ー平均方 程式 に基 づ い た診 断に よれ ば 、 こ の

よ うな季節 同期 に重 要 な東 西風加速 は 、 陽に

計算 され る項で は説 明で きない （図示 しない ）、

　MRI 　CCM は 、
　QBO の 全般的特徴を よ く再

現 する
一

方 、 そ の 季節同期の 特 徴を基本 的に

再 現 しない （図 1b ）。 こ の 結果 は、パ ラ メ タ

ライ ズ され た 重力波 ドラ ッ グが お よ そ季節
一

様で ある こ とに帰結 され る （図示 しない ）。

　本研 究 は、こ れ らの 結果 を次 の よ うに解釈

す る ：QBO の 季節同期に は 、季 節変化する対

流活 動 とそ れ を起源 とする重力波が重要な役

割を果た して い る 。
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図 1 ：50hPa に お け る 東 西 風 逆転 の 頻度 の

季節変化 ： （a ）JRA／JCDAS再解析、（b）MR工

CCMデータ （ア ン サ ン ブル 平均）。 実線は 西

風 へ の 逆転、破線は東風 へ の 逆転。東西風

は、気候値を取 り除き、 5 ヶ 月移動平均 し

たも の 。縦軸は、30 年 あた りの 頻度を示す。
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